
後転運動におけるスムーズな回転を⾝につけさせるための⼀考察 

塚本 将太（岐⾩⼤学） 

１． 目的 

 後転の運動技術として金子(1982)は、順次接触

の技術、回転加速の技術、頭越しの技術の三点を

挙げており、後転の指導には全ての技術の関連性

を持たせることが必要である。そこで本研究では、

これら三点に関連を持たせた指導法として跳び箱

を用いた教具での方法を考案し、後転ができない

学生を対象にこの教具の有用性を検討することを

目的とした。 
 
２． 研究方法 

１） 対象者：金子(1982)を基に作成した評価基準 
で、手の支えもなくお尻が横に外れた転がりし

かできない(D 評価) G 大学の学生 40 名. 
２） 測定方法：D 評価にあたる G 大学学生の後 
転を撮影する。 
その後 5 回跳び箱を用いた方法で練習を行い、

動きの変容を見るために 1 回マットで行う。こ

れを 1 セットとし、3 セット行ったところでも

う一度後転の評価を行う。ここで D 評価だった

者は跳び箱を用いた教具での練習を再度行い、

1 セット毎に再評価を行う。練習回数は 30 回と

した。 
３） 測定項目：本指導法の効果を検証するため、 
指導前と指導後の後転について、以下の 5 項目

を設定し測定を行なった。 
Ⅰ）②番における踵からお尻の移動距離。 
Ⅱ）①番から⑥番までの全体の移動距離。 
Ⅲ）④番における頭越し局面の角度。 
Ⅳ）②番から④番までに要した時間。 
Ⅴ）④番から⑥番までに要した時間。 

 
図 1 後転の運動過程 

４） 分析方法：撮影から得られた情報をもとに動

作解析支援システム otl8-dz を用いて各測定

項目の数値を算出した。算出した値において

対応のある t 検定を適用した。 
３． 結果と考察 

表 1 評価の変化 

 
 実験後の評価の内訳は上記の表 1 の通りとなっ

た。15 回の練習で 20 名が C 評価以上となり、跳

び箱を用いた指導法ではより短期間の練習で効果

が現れることがわかった。 
表 2 対応のある t 検定の結果 

 
 動作の変化の結果および t 検定の結果は、表 2
のように測定項目として設定した 5 項目全てにお

いて有意な差が認められた。 
 本指導法では、正しい姿勢や足の振り上げ、手

の押しを覚えることで前半部分の移動距離や回転

スピードに大きな変化を及ぼすことが推察される。

これらが、頭越し局面や後半部分に影響を与え後

転全体の動きの変化に影響を与えることが考えら

れる。 
 
４． 結論 

 本研究で考案された跳び箱を用いた教具での指

導では、後転の動きに変容を及ぼすことがわかり、

後転の指導において有効な教具であると示唆され

た。 
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